
た
。」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

芽
吹
き
の
美
し
い
里
山
に
心
身

を
癒
さ
れ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。　
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　黒曜石は火山が生み出した天然
のガラスで、旧石器時代から弥生
時代の中ごろまで石器の材料とし
てよく使われました。長野県の中央
部に位置する和田峠、霧ヶ峰、八ヶ
岳一帯は黒曜石の産出量が多く、
全国的にも代表的な黒曜石の原産
地として知られています。
　飯山市でも旧石器時代や縄文時
代の遺跡から黒曜石が発見されて
います。瑞穂の日焼遺跡（旧石器
時代）では黒曜石で作られた多量
の石器が見つかりました。科学分
析の結果、日焼遺跡から出土した
黒曜石は、和田峠産であることが
分かりました。石器の材料として最
適であった黒曜石を求めて、人々
は広範囲に移動して交易を行なっ
ていたことが分かります。

黒曜石

秋津公民館＆飯山市公民館共催事業

▲日焼遺跡出土の黒曜石

瑞穂公民館＆飯山市公民館　共催事業
『 みずほの郷再発見塾 』－ 見て学ぶ小菅の松

まつこ
子 －

　戸隠、飯
いいづな
縄とともに北信３大修験場として並び称される小菅神社。その小菅神社で３年に1度開催

されるのが、松
まつこ
子と呼ばれる「柱

はしらまつさいとうしんじ
松柴燈神事」。国の重要無形文化財にも指定された、天下太平か五穀

豊穣かを占う神事を実際に見て、学習してみませんか。
第１回目　「柱松建立見学」　※雨天決行
＊日　　時　７月10日（日）
・10:30～11:30　公民館206教室　座学
・12:45～16:20　現地学習（小菅）
＊講　　師　望月 静雄氏（長野県文化財保護指導委員）
＊内　　容　午前中は、スライドを見ながら柱松について学習したあと、昼食をはさんで柱松建立の見学、
小菅神社里宮、桂清水、菩提院と鐘など瑞穂小唄に歌われる地名を見学、学習します。
※飯山市公民館から会場までマイクロバスで移動します。※昼食をご持参ください。

第２回目　「神
みこしとぎょ
輿渡御」・「柱

はしらまつさいとうしんじ
松柴燈神事」の見学　※雨天決行

＊日　　時　７月１7日（日）12:45～16:30
＊集　　合　飯山市公民館　12時45分集合
＊内　　容　「神輿渡御」「柱松柴燈神事」を見学します。※飯山市公民館から会場までマイクロバスで移動します。
◆受講方法　2回を通して受講していただきます。
◆募集定員　30名（飯山市公民館での受付定員です。）　◆参  加  料　無　料
◆持  ち  物　筆記用具、飲み物など各自必要なもの
◆申込期間　6月24日（金）までに飯山市公民館☎0269-62-3342までお申込ください。
（瑞穂地区の方は瑞穂公民館☎65-2501までお申込ください。）※定員になり次第、締切とさせていただきます。

◆日　　　時　7 月 3日（日）８時～ 16時 30分   
◆集合・出発　8 時　飯山市公民館出発　※マイクロバスで太田公民館経由で向かいます。
◆対　　　象　小学４年生以上で完歩できる方（小学生は要保護者同伴）
◆持  ち  物  昼食、飲み物、軍手、タオル、山歩きできる服装
◆申 込 期 間　6 月 24日（金）まで
◆申   込   先   飯山市公民館☎ 0269-62-3342　太田地区の方は太田公民館☎ 0269-65-4579
◆そ   の  他　完歩者には「完歩証明書」を発行します。

太田公民館＆飯山市公民館共催

信越トレイルを歩こう
太田公民館との共催事業として、信越トレイルを歩きます。区間は仏ヶ峰登山口～桂池（平丸峠）～黒岩山～ソブ
の池～富倉峠～涌井（セクション３）です。

　

　医療事務は社会的ニーズが高く、女性の関心の高い仕事ですが、資格取得まで踏み出せない方が多いのではないで
しょうか。
　本講座では、医療事務の基礎の一端を学びます。今後のご自身のスキルアップに向けて学習を続けられるか、どのよ
うなことを学んでいくのか知る機会としませんか。なお、資格取得のためには㈱ニチイ学館が中野市で開催する教室へ
の編入が必要になります。詳しい内容については、女性センター未来へお問い合わせください。
◆日　程：6月28日（火）、7月5日（火）、7月12日（火）、7月19日（火）、7月26日（火）、8月2日（火）
◆時　間：13：00～16：00
◆場　所：いいやま女性センター未来　学習室　
◆講　師：ニチイ学館専任講師
◆対象者：飯山市在住または在勤の方
◆定　員：16名　◆受講料：5,000円　◆教材費： 500円　◆持ち物：筆記用具、電卓
◆募集期間：5月30日（月）～6月17日（金）（平日9：00～17：00、土曜日9：00～12：00）
◆申込み先：いいやま女性センター未来（☎ 62-0543）

いいやま女性センター未来　キャリアアップ講座
医療事務入門講座　受講生募集
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師
に
清
水
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夫
さ
ん
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澤

芳
宏
さ
ん
の
２
名
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迎
え
晴
天
の

中
を
約
２
時
間
歩
き
ま
し
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。

　

今
年
は
例
年
に
な
い
暖
冬
で
残

雪
も
な
く
、
カ
タ
ク
リ
の
花
は
終

わ
り
か
け
て
種
を
形
成
し
て
い
ま
し

た
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季
節
の
早
送
り
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。

　

ま
た
、
勘
介
山
古
墳
で

は
、
講
師
の
松
澤
さ
ん
か

ら
、
昔
、
飯
山
地
方
は
海

が
近
か
っ
た
せ
い
も
あ
り

大
陸
文
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が
早
く
か
ら
伝

わ
っ
た
地
で
あ
っ
た
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と
な

ど
の
説
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が
あ
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、
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代

の
飯
山
地
方
に
ロ
マ
ン
を
馳

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
今

年
は
カ
タ
ク
リ
以
外
の
花

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
て
よ

か
っ
た
。
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ

の
群
生
が
素
晴
ら
し
か
っ

　

４
月
24
日
㈰
、「
水
梨
子
沢
カ

タ
ク
リ
鑑
賞
会
・
勘
介
山
古
墳
学

習
会
」
が
、
秋
津
公
民
館
、
飯
山

市
公
民
館
の
共
催
で
地
区
内
外
か

ら
20
名
を
超
え
る
大
勢
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水梨子沢カタクリ鑑賞会・勘介山古墳学習会 

　

４
月
28
日
㈭
、
平
成
28
年
度

飯
山
市
公
民
館
長
・
主
事
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
本
年
４
月
１
日

付
け
に
て
、
再
任
、
新
任
さ
れ
た

公
民
館
長
へ
、
長
瀬
哲
飯
山
市
教

育
長
よ
り
辞
令
交
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
飯
山
市
地
区
公
民
館
長

会
正
副
会
長
の
選
出
も
行
わ
れ
、

会
長
に
飯
山
公
民
館
長
の
中
野
正

文
さ
ん
、
副
会
長
に
秋
津
公
民
館

長
の
清
水
基
良
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
柳
原
公
民
館
長
を
１
期

２
年
務
め
た
望
月
静
雄
さ
ん
と
、

岡
山
公
民
館
長
を
１
期
２
年
務
め

た
北
條
剛
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
飯
山
市
公
民
館
の

運
営
方
針
や
各
公
民
館
の
事
業

実
績
と
計
画
の
報
告
、
長
野
県
・

北
信
・
飯
水
の
各
公
民
館
運
営
協

議
会
の
事
業
予
定
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

季
節
の
早
送
り

　
　
　
　
多
く
の
山
野
草
に
魅
せ
ら
れ
る
！

・
退
任
地
区
公
民
館
長

柳
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民
館
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望
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岡
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民
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北
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新
任
地
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秋
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清
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柳
原
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民
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清
水
滿
亀
夫

太
田
公
民
館
長 

村
松　

芳
彦

岡
山
公
民
館
長 

井
澤　

清
一  

飯
山
市
公
民
館
地
区
館
長

　
　
主
事
合
同
会
議
開
催

咲き誇るイチリンソウの群生ヒトリシズカの群生

勘介山古墳にて



ふるさと再発見講座

飯山市には昔から伝わる食文化がたくさんあります。
季節の食材を使って、一緒に料理を作りながら、ふるさと飯山の食文化を学習しませんか。
今年度は、より多くの方にご参加いただけるよう、各回、同じ内容で2回ずつ講座を設けました。
男性も女性も、親子の参加も大歓迎です！

今回作る料理は「山菜おこわ」　「竹の子汁」の2品です。
◆日　時
1回目
６月14日（火）19時～21時30分
2回目
６月28日（火）19時～21時30分
◆場　所：飯山市公民館１階　調理実習室
◆持ち物：エプロン、三角巾、筆記用具
◆講　師：いいやま食文化の会の皆さん
◆受講料：２００円
◆材料費：４００円
◆対象者：飯山市内在住または在勤の方
◆定　員：各回20名（定員に達し次第締め切り）
◆募集期間：５月25日（水）～６月５日（日）※どちらか1回の受講でおねがいします。申込時に希望の日時をお申し出ください。
問い合わせ・申込先　飯山市公民館☎62-3342
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　今年は、3年に一度小菅で開催される柱松行事に合わせ、小菅柱松学部を開催します。知識を深めたう
えで柱松行事を見に行きたい方、小菅について更に勉強したい方など大勢の参加をお待ちしています。
※今後予定している文化歴史学部等については、市報６月号にてお知らせします。
●日　程　6月 22 日㈬、6月 29 日㈬、7月 6 日㈬　いずれも 13:30 ～ 15:00
●場　所　飯山市ふるさと館
●講　師　小畑紘一氏（日本民俗学会会員、柱松の研究により筑波大学文学博士号取得）
●内　容
1回目　「小菅の柱松について」その①
2回目　「小菅の柱松について」その②
3回目　「小菅の柱松について」その③
 
○受講料：500 円（3回分の受講費）　　
○定　員：30名　　
○申込締切：5月 31日（定員に達し次第締め切ります）
○お問い合わせ、申し込み先
市民学習支援課　文化財係
（飯山市ふるさと館内　☎67２０３０）

　オオルリシジミは環境省絶滅危惧Ⅰ類に選定された非常に希少な蝶で、本州では飯山を含め、長野県の３地区にのみ
生息している蝶です。オオルリシジミ保護活動の説明を受けながら、成虫の観察、里山保全の意義を学習します。
★ 日　程　
・１回目　５月28日（土）　８時～12時
・見学場所　飯山市戸狩地区の放蝶地
・集合場所　飯山市公民館（受付８時～８時30分）
　※飯山市公民館からバスで会場の戸狩スキー場望の湯駐車場に
移動、徒歩で観察場所へ向かいます。なお、直接会場へ集合を希
望される方は、申込時にお知らせください。
・２回目　 ６月5日（日）　８時30分～12時
・見学場所　市内の生息地
・集合場所　飯山市公民館  （受付８時30分～９時）
※バスで生息地へ移動します。参加者にはオオルリシジミの観
察、モニタリング調査（目視数をカウント）を実施していただ
きます。
●参加費　無料　●持ち物　山歩きに適した服装、雨具、筆記用具など
●参加対象　飯山の自然に関心のある一般、親子　●募集人員　各40名　●申込締切　５月24日（火）
●その他　小雨決行です。
◆申込み先　市民学習支援課　文化財係（飯山市ふるさと館内　☎67２０３０）申込時に希望日をお申し出ください。

オオルリシジミ観察会　参加者募集

ふるさと館でふるさと学習を！
　ふるさと館は、郷土に関するさまざまな写真や資料の展示などにより郷土を
学ぶ学習施設です。
　飯山のパンフレットや書物だけでは実感できないことを、ふるさと館に展示
してある実　物やジオラマから学習いただいたり、また、館内の昔の道具など
の中には、実際にさわってみたり、体験もしていただけるものがあります。
　市内の民宿の体験メニューや、小学校の親子レク、地区育成会や子ども会、
集落サロン等の公民館活動などにぜひご活用ください。
　体験内容や予約方法など、詳しくはふるさと館☎67２０３０までお問い合わせ
ください。

平成28年度　寺子屋いいやま 小菅柱松学部  受講生募集

かえるの学校

いいやまふるさと母の味 受講生募集 

年齢・性別関係なく、みんなで食文化を学びましょう！

◆日　　時  ：６月 11日（土）８時 30分～ 12時
◆場　　所  ：桂池周辺　※小雨決行　   
◆集　　合  ：飯山市公民館　８時 30分　外様地区活性化センター　９時 00分
◆服　　装  ：長袖、長ズボン、長靴など（山に入る格好）
◆対　　象  ：小学 1年生以上（1.2 年生は要保護者同伴）定員は 30人
◆持 ち 物 : タオル、飲み物、筆記用具、雨具など
◆申込期間  : 6 月 3日（金）まで
◆申 込 先   ：飯山市公民館　☎ 0269-62-3342　外様地区の方は外様公民館☎ 0269-62-1029
◆そ の 他  : 参加にあたっては、保護者の承諾と責任でお申込をお願いします。

外様公民館＆飯山市公民館共催

外様公民館との共催事業として、天然記念物黒岩山に生息するモリアオガエル、クロサンショウウオ、山野草の観察を
行います。

飯山の素晴らしい景色を再発見！ いいやまビューポイントめぐり
　「飯山の景色は素晴らしい！」市外からの観光客のみなさんは、口々にそう言います。でも「自分が住んでいる地
区の素晴らしい景色を教えてください。」と尋ねられたとき、すぐに言える方は何人いるでしょうか？
　バスに乗って、一緒に飯山の素晴らしい景色を見に行きませんか？今回は飯山の「巨木」を巡ります。
◆日　　時：６月 25日（土）9時～ 15時 30分
◆場　　所：飯山市公民館集合 ( 雨天中止）
◆講　　師：清水岩夫氏
◆定　　員：３０名（定員になり次第締め切り）
◆参 加 費 : 無料
◆申込期間：6月 17日（金）まで
◆申 込 先：飯山市公民館　☎ 0269-62-3342
◆持 ち 物 ：飲み物・昼食・歩きやすい服装
◆そ の 他 ：申し込まれた方には再度ご案内は出しませんので、直接、飯山市公民館へご集合ください。

火おこし体験のようす
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そ
の
後
、
飯
山
地
区
人
権
研
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会
が
行
わ
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、
落
語
家
の
快
楽
亭
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志　

中
村
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小
学
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あ
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落
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人
権
を
考
え
る
」

と
い
う
お
題
で
噺
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
落
ち
噺
も
交
え
た
人

情
噺
で
楽
し
く
研
修
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
人
権
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◇
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
・

勘
介
山
古
墳
学
習
会

　
４
月
24
日
㈰
に
開
催
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
26
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
第
24
回
木
島
地
区
レ
デ
ィ
ー

ス
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

　

地
区
住
民
の
健
康
増
進
と
親

睦
を
図
る
た
め
、
今
年
も
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

・
日　

程　
６
月
５
日
㈰ 

・
場　

所　

木
島
小
学
校
体
育
館

・
問
合
先　

木
島
公
民
館

☎
62
０
５
５
５

◇
第
46
回
瑞
穂
地
区
球
技
大
会

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
３
種
目
で
の
開

催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
大
勢

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
問
合
先　

外
様
公
民
館

☎
62
１
０
２
９

◇
か
え
る
の
学
校

　

飯
山
市
公
民
館
と
の
共
催
事

業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く

は
広
報
28
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
区
の
皆
さ
ま
に
は
今
後
チ
ラ
シ

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
日
時　
６
月
11
日
㈯　

・
集
合
場
所　

飯
山
市
公
民
館　
８
時
30
分

外
様
公
民
館　
９
時

・
問
合
先　

飯
山
市
公
民
館
☎
62
３
３
４
２

外
様
公
民
館
☎
62
１
０
２
９

◇
第
10
回
常
盤
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

（
申
込
受
付
中
）

　
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
は
走

る
こ
と
で
す
。
さ
あ
、
若
人
よ
、

Lets enjoy running !　

・
日　

時　
５
月
29
日
㈰
９
時
〜

・
場　

所　

常
盤
保
育
園
周
辺

特
設
コ
ー
ス　

・
申
込
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

◇
常
盤
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
日　

程　
６
月
12
日
㈰

・
場　

所　

　

長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場

　

飯
山
市
屋
内
運
動
場

・
申
込
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

・
日　

程　
６
月
５
日
㈰

・
問
合
先　

瑞
穂
公
民
館

☎
65
２
５
０
１

◇
柳
原
地
区
球
技
大
会
開
催

・
日　

程　
６
月
12
日
㈰

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場

飯
山
市
多
目
的
運
動
広
場

〇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
場

泉
台
小
学
校
体
育
館

・
競
技
開
始
時
間

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
９
時
30
分
〜

〇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

12
時

30
分
〜

・当
日
雨
天
の
場
合
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
中
止
と
し
、
泉
台
小
学
校
体

育
館
に
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
女
別
で
開
催
し
ま
す
。

・
雨
天
時
の
競
技
開
始
時
間

〇
男
子
の
部　
９
時
30
分
〜

〇
女
子
の
部　

13
時
30
分
〜

・
問
合
先　

柳
原
公
民
館

☎
62
５
５
６
２

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会 　

　
５
月
１
日
㈰
、
天
然
記
念
物
黒

岩
山
の
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や
ヒ
メ
ギ
フ

チ
ョ
ウ
、
カ
タ
ク
リ
の
花
に
つ
い
て

学
ぶ
観
察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◇
第
21
回
外
様
公
民
館
長
杯
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

・
日　

時　
５
月
29
日
㈰
13
時
〜

・
場　

所　

長
峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◇
飯
山
公
民
館
運
営
審
議
会

　
４
月
16
日
㈯
17
時
30
分
か
ら

開
催
し
、
平
成
27
年
度
事
業･

決

算
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業
計

画･

予
算
案
等
を
審
議
し
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
、
新
年
度
公
民
館

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

◇
飯
山
人
権
政
策
推
進
協
議
会

総
会 

　

公
運
審
に
併
せ
18
時
15
分
か

ら
開
催
し
、
平
成
27
年
度
事
業

柳

原

飯

山

太

田

木

島

外

様

常

盤

瑞

穂

岡

山

秋

津

飯山市美術館
　
４
月
下
旬
よ
り
当
館
所
蔵
作
品

か
ら
飯
山
と
縁
の
あ
る
10
名
の
作

家
の
作
品
で
油
彩
画
・
水
彩
画
・

書
・
彫
刻
な
ど
、
お
よ
そ
60
点
を

展
示
入
れ
替
え
し
ま
し
た
。(

関

連
記
事
：
本
号
裏
表
紙
も
ご
覧
く

だ
さ
い)

　

ま
た
、
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

彫
刻
家
・
箕
口
博
氏
の
『
虚
』
と

題
さ
れ
た
抽
象
的
な
作
品
に
よ

り
、精
神
性
の
高
い
空
間
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
体
感
し
に
美

術
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・ 

開　

館　
９
時
〜
17
時
ま
で　

　
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

・
入
館
料　
一
般
３
０
０
円

※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

・
お
問
合
せ
先　

飯
山
市
美
術
館
☎
62
１
５
０
１

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示

〜
展
示
作
品
の
入
れ
替
え
を

　
　
　
　
　

  

行
い
ま
し
た
〜

筆
者
紹
介

　
北
信
早
起
き
野
球
連
盟
の
副
会

長
も
兼
務
さ
れ
る
髙
津
さ
ん
は
、

持
ち
前
の
行
動
力
で
、
早
起
き
野

球
や
地
区
の
公
民
館
か
ら
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
野
球
を
や
り

た
い
け
ど
、
ど
う
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
方
、
一
緒
に
早
起
き
野
球
を

し
ま
せ
ん
か
？
（
飯
山
市
公
民
館
）

　

全
日
本
早
起
き
野
球

協
会
の
シ
ン
ボ
ル
は
一
番
鶏
が
両
翼

で
ボ
ー
ル
を
掲
げ
て
い
る
姿
で
す
。

飯
山
市
で
は
「
野
球
を
通
じ
早
起

き
す
る
事
に
よ
り
精
神
力
を
高
め
、

健
康
増
進
と
仲
間
作
り
」
を
旨
と

し
、
昭
和
45
年
に
第
１
回
大
会
を

16
チ
ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。
昭

和
55
年
に
は
最
大
の
54
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。
月
日
が
流
れ
現

在
で
は
10
チ
ー
ム
、
18
才
か
ら
70

才
を
超
え
る
幅
広
い
年
代
で
構
成

さ
れ
心
よ
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
雪
国
の
ハ
ン
デ
を

克
服
し
、
県
選
手
権
大
会
を
初
め

て
制
覇
し
全
国
大
会
に
出
場
、
中

部
日
本
大
会
も
数
多
く
出
場
す
る

な
ど
他
連
盟
か
ら
一
目
置
か
れ
る

ほ
ど
の
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
は
、
勝
っ
て
も
宴
会
負

け
て
も
宴
会
、
野
球
す
る
こ
と
が

一
番
鶏
と
共
に
！
公
民
館
と
早
起
き
野
球

　
　

飯
山
市
早
起
き
野
球
連
盟　

会
長　

髙
津
日
出
夫

と
に
か
く
楽
し
い
、
ま
る
で
公
民

館
早
朝
版
の
よ
う
な
チ
ー
ム
も
存

在
し
ま
す
。
ま
た
審
判
部
で
は
数

年
前
に
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
長
野
県
大
会
決
勝
で
主
審

を
務
め
た
伝
説
の
審
判
を
始
め
と

す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
審
判
団
も
県

連
盟
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
、
当

連
盟
の
誇
り
で
す
。

　

当
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は

地
区
に
帰
る
と
公
民
館
活
動
の
中

心
的
存
在
で
す
。
か
く
言
う
私
も

地
区
の
公
民
館
長
を
務
め
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
何
よ
り
辛
か
っ

た
の
は
早
起
き
の
大
会
と
公
民
館

行
事
が
重
な
っ
た
時
で
し
た
。
そ

の
時
々
の
役
割
り
に
よ
り
優
先
権

は
変
わ
り
ま
し
た
が
永
遠
の
課
題

で
す
。
そ
の
よ
う
な
訳
で
公
民
館

行
事
開
催
日
決
定
の
折
に
は
ぜ
ひ

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

と
も
早
起
き
の
日
程
も
考
慮
し
て

い
た
だ
き
た
い
（
無
理
無
理
！
）。

　

公
民
館
活
動
も
早
起
き
野
球

も
こ
の
地
域
を
盛
り
上
げ
る
と
い

う
思
い
は
一
緒
で
す
。
今
後
も
共

に
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

〇
現
在
の
早
起
き
野
球
登
録
チ
ー
ム

・
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
’
Ｓ

・
オ
ー
ル
秋
津
Ａ

・
オ
ー
ル
秋
津
Ｂ

・
オ
ー
ル
ド
ヤ
ン
ガ
ー

・
グ
リ
コ
小
沼

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ヤ
ン
キ
ー
ス

・
ス
ネ
ー
ク
ス

・
戸
狩
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

・
ニ
ュ
ー
パ
イ
オ
ニ
ア
ー
ズ

・
フ
ク
ザ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　

  （
五
十
音
順
）

力強い選手宣誓で開幕します（昨年のようす）

開会式にあいさつする高津会長

新年度の活動がスタートしました

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
今
年
も
恒
例
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
教

室
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

・
日　

程　
５
月
11
日
㈬
よ
り
毎

週
水
曜
日　

18
時
30
分
〜

・
場　

所　

戸
狩
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
問
合
先　

太
田
公
民
館

☎
65
４
５
７
９

◇
太
田
地
区
球
技
大
会

・
日　

程　
６
月
12
日
㈰

・
場　

所　

戸
狩
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
緑
の
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

◇
岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会

　

岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会
が
４

月
11
日
㈪
に
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の

事
業
計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
、
公

民
館
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
就
任
し
た
井
澤
清
一

岡
山
公
民
館
長
を
中
心
に
集
落
館

長
・
専
門
部
員
と
協
力
し
な
が
ら
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
新
し

い
事
業
も
取
り
入
れ
実
施
し
ま
す

の
で
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
岡
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
日　

程　
６
月
５
日
㈰
13
時
15
分

・  

場　

所　
な
か
よ
し
公
園

・ 

申
込
先　

岡
山
公
民
館

☎
69
２
０
１
０

創
造
す
る
力
を
未
来
へ
！！

第
35
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

              （
展
示
部
門
） 開
催

　

第
35
回
飯
山
市
民
芸
術
祭
（
展

示
部
門
）
は
、
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
飯
山

市
芸
術
文
化
協
会
が
主
催
と
な
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
23
日
㈯
24
日
㈰
に
は
展
示

部
門
が
、
飯
山
市
公
民
館
、
飯
山

市
美
術
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
25

団
体
９
個
人
、
２
１
４
名
の
皆
さ

ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
来
場
者

は
５
８
０
名
を
超
え
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
大
勢
の
方
に
作
品

を
見
学
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、

熱
心
に
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。



◆｢

芥
川
賞･

直
木
賞･

本
屋
大
賞｣

　

ひ
と
こ
と
ポ
ス
ト
に
寄
せ
ら

れ
た
ご
要
望
に
お
応
え
し
て

２
０
０
５
〜
２
０
１
６
の
芥
川
賞

･

直
木
賞
２
０
１
０
〜
２
０
１
６

本
屋
大
賞
の
各
本
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

各
コ
ー
ナ
ー
の
本
は
図
書
館
入

口
に
て
５
月
25
日
㈬
ま
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

来
館
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

◆
子
ど
も
と
読
書
の
日　

今

年
の
テ
ー
マ
は｢

本
は
き
み
の
せ

か
い
ち
ず｣

さ
あ
、
世
界
り
ょ
こ

う
に
で
か
け
よ
う

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
長
野
県
が

実
施
す
る｢

家
庭
の
日｣

で
す
。

｢

20
分
間
テ
レ
ビ
を
消
し
て｣

本

を
読
む
機
会
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
図
書
館
で
は
世
界
の
子
ど
も

た
ち
の
本
が
借
り
ら
れ
る
よ
。

　

｢

子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月
23

日｣

と｢

こ
ど
も
の
読
書
週
間

（
４
月
23
日
〜
５
月
12
日
）｣

に

併
せ
て
４
月
24
日
㈰
10
時
30
分

33  生涯学習だより / 16.5 32

の日は休館です。

図書館
ニュース

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

趣
　
味
　
・
実
　
用

小
さ
な
本
の
大
き
な
世
界

学
び
と
は
何
か

私
が
一
番
受
け
た
い
コ
コ
ロ
の
授
業 

子
育
て
編

鎌
倉
幕
府
と
朝
廷

古
代
東
ア
ジ
ア
の
女
帝

世
界
の
名
前

池
上
彰
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
未
来
が
見
え
る

完
全
図
解
海
か
ら
見
た
世
界
経
済

通
貨
の
未
来 

円
・
ド
ル
・
元

10
年
後
に
後
悔
し
な
い
保
険
の
選
び
方
・
使
い
方

Ｑ
＆
Ａ
す
ぐ
わ
か
る
軽
減
税
率

働
く
こ
と
の
哲
学

老
後
親
子
破
産

病
気
に
な
ら
な
い
体
を
作
る
免
疫
力

電
力
自
由
化
で
何
が
変
わ
る
か

心
は
変
え
ら
れ
る

ち
は
や
と
覚
え
る
百
人
一
首

よ
　
み
　
も
　
の

  

テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

第２日曜日を除く、毎月日曜日は「おはなしひろば」の日毎月木曜日は「絵本とわらべうたの会」の日

開館時間と休館日
〈開館時間〉　火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日 9：30～17：00
〈定 休 日〉　月曜日・祝祭日・年末年始

◇　図書館カレンダー　◇

旬の本・話題の本・意外な本

　里
・
沢温泉スキー場？日向

・
ゲレンデ？毛

無じゃなくて禿
・
鷹
・
山で、お隣の中学校は、

飯でなく、板
・
山中？今回の舞台は直ぐ隣

のあの村？11月に映画化決定。それまで
に原作を手にとってみませんか？あなたの
知っている場所とそっくりな所が登場する
かも。

新 

着 
図 
書 
案 

内
長
田　
弘

今
井　
む
つ
み

比
田
井　
和
孝

近
藤　
成
一

入
江　
曜
子

池
上　
彰

山
田　
吉
彦

西
藤　
広
一
郎

日
本
経
済
新
聞
社

安
保　
徹

小
澤　
祥
司

原　
　
英
次
郎

あ
ん
の　
秀
子

『
疾
風
ロ
ン
ド 

』

東
野
圭
吾
／
著

実
業
之
日
本
社
／
刊

子
ど
も
読
書
の
日
特
別
版

　
　
　
春
の
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
を
開
い
た
よ

　休館日のビデオ･ＤＶＤ・ＣＤの返却につい
ては、破損の恐れがあるため図書館の返却ポ
ストではなく、市公民館窓口に返却することに
なっていますが、図書館ポストに返却される例
が多くあります。
　市公民館窓口への返却をお願いします。

図書館休館日のビデオ･ＤＶＤ・
ＣＤの返却について

「
み
す
ず
か
る
　
信
州
の
文
化

と
わ
が
軌
跡
」

　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
栄
蔵
　
著

お
め
か
し
の
引
力

自
分
を
見
つ
め
る
も
う
ひ
と
り
の
自
分

日
本
文
学
全
集 

16

ま
ま
な
ら
な
い
か
ら
私
と
あ
な
た

サ
ブ
マ
リ
ン

海
の
見
え
る
理
髪
店

コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に

モ
ッ
プ
の
精
は
旅
に
出
る

ア
ン
と
青
春

真
実
の
檻

バ
ビ
ロ
ン
の
秘
文
字 

３

あ
ん

彼
女
に
関
す
る
十
二
章

辛
夷
の
花

マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に

岩
波
書
店
辞
典
編
集
部

英
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
編
集
部

ラ
ー
ス 

ス
ヴ
ェ
ン
セ
ン

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班

川
上　
未
映
子

柳
田　
邦
男

池
澤　
夏
樹

朝
井　
リ
ョ
ウ

伊
坂　
幸
太
郎

荻
原　
浩

川
口　
俊
和

近
藤　
史
恵

坂
木　
司

下
村　
敦
史

堂
場　
瞬
一

ド
リ
ア
ン
助
川

中
島　
京
子

葉
室　
麟

平
野　
啓
一
郎

6/1 水 休館日・蔵書点検日
2 木 休館日・蔵書点検日
3 金 休館日・蔵書点検日
4 土 休館日
5 日 休館日
6 月 休館日・蔵書点検日
7 火 休館日・蔵書点検日
8 水 休館日・蔵書点検日
9 木 10:30～ 絵本とわらべうたの会
10 金 移動図書館車②今井・西大滝
11 土
12 日 10:30～ ブックスタート
13 月 月曜休館
14 火
15 水 移動図書館車③温井・秋津
16 木 10:30～ 絵本とわらべうたの会
17 金 移動図書館車④太田・富倉
18 土
19 日 10:30～ おはなしひろば
20 月 月曜休館
21 火
22 水 移動図書館車①北原・常盤
23 木 10:30～ 絵本とわらべうたの会
24 金 移動図書館車②今井・西大滝
25 土
26 日 10:30～ おはなしひろば
27 月 月曜休館
28 火
29 水 移動図書館車③温井・秋津
３０ 木 10:30～ 絵本とわらべうたの会

　５月26日㈭から６月８日㈬ま
での14日間は、蔵書点検作業の
ため休館とさせていただきます。
　この期間は移動図書館車の巡回
も休止となります。
　休館中の本の返却は返却ポスト
に入れてください。返却ポストは飯
山市公民館側からの通路部分と図
書館正面玄関スロープ付近の２カ
所にあります。
　ただし、ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤに
ついては、返却ポストですと破損の
恐れがあるため、飯山市公民館へ
返却してください。
　ご不便・ご迷惑をおかけしますが
ご理解とご協力をお願いします。

　

　
私
が
本
書
に
感
動
を
受
け
た
の

は
、
次
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。

　

信
濃
毎
日
新
聞
出
版
部
か
ら

紹
介
さ
れ
た
本
書
の
題
名
を
見
た

時
は
何
と
な
く
見
過
ご
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
同
社
の
書
評
欄
で
ふ

る
さ
と
長
野
の
本
と
し
て
紹
介
さ

れ
内
容
を
見
た
と
き
は
、
正
直
驚

い
た
。
91
歳
の
著
者
は
、
長
野
市

妻
科
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
文
芸
評

論
家
で
数
多
く
の
著
書
を
残
さ

れ
て
い
る
が
、
本
書
を
最
後
の
著

作
と
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ

の
中
で
松
代
町
出
身
の
詩
人
、
大

島
博
光
の
詩
に
「
わ
た
し
が
死
ん

だ
ら
わ
た
し
の
灰
を
千
曲
川
の
流

れ
に
ま
き
散
ら
し
て
く
れ
」
と
い

う
と
こ
ろ
に
共
鳴
し
て
、
著
者
が

亡
く
な
っ
た
ら
そ
う
し
て
も
ら
い

た
い
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
場
所
は
著
者
が
飯
山
南
高
の

教
員
時
代
に
数
多
く
の
研
究
を

発
表
さ
れ
た
島
崎
藤
村
が
川
船

に
乗
っ
た
船
着
場
跡
の
旧
跡
と
ま

で
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

実
は
私
も
奥
信
濃
の
水
量
豊
か

な
千
曲
川
の
岸
辺
の
寒
村
に
生
を

う
け
、
ま
た
そ
こ
で
生
涯
を
全
う
し

た
い
と
考
え
て
い
る
１
人
だ
が
…
。

　

日
本
最
長
の
河
川｢

千
曲
川
」

の
ほ
と
り
散
策
す
る
よ
ろ
こ
び
を
、

飯
山
市
以
外
の
人
々
に
も
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
覚
悟
で
す
。

常盤地区 今清水 功さん

わ
た
し
の
「
お
す
す
め
本
」

　
　
　
　
　
紹
介
し
ま
す

◎４コース金曜日(太田･富倉方面 )
大川ふれあい交流センター
２：４０～３：００→２：３０～２：５０
に変更します。（６月１７日から）

か
ら
飯
山
図

書
館
２
階
の

｢

え
ほ
ん
の
へ

や｣

で｢

春

の
お
は
な
し

ひ
ろ
ば｣

を

行
い
ま
し
た
。

　

司
書
の
お

ね
え
さ
ん
が

絵
本
・
紙
芝

居
の
読
み
聞

か
せ
と
、
た

の
し
い
手
遊

び
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き｢

絵
本
の
福
袋
」

の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

お
し
ゃ
れ
な
英
字
新
聞
で
の
エ

コ
バ
ッ
グ
の
中
に
ど
ん
な
絵
本
が

入
っ
て
い
ま
し
た
か
？
家
族
の
方

に
読
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
か
？

移動図書館車ゆきつばき号
サービスステーションの時間変更について

蔵書点検のため
　　　　　休館します

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
読

み
聞
か
せ
に
よ
り
、
お
子
さ
ん

の
心
に
「
四
角
い
本
に　

ま
あ

る
い
心
」
を
ぜ
ひ
育
て
て
く
だ

さ
い
。


